
様式３

学校番号

令和 7 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　）

＜成 果＞
・「常にチャレンジ精神」のスローガ
ンのもと、学校行事を始め資格取
得、国際交流活動、探究活動など
多様な方面で生徒が活躍する体制
や仕組み作りができた。
・授業改善に取り組み、生徒が主体
的、協働的に学ぶことで自らの学び
を調整し自走することができるよう
になった。
＜課 題＞
・特に自転車通学における違反やト
ラブル、苦情が多く,また事故も多発
している。交通マナーやルールを遵
守することが必要。
・系統的なキャリア教育の体制作り
が十分に整っていない。

(1)「ＩＣＴ」「ＰＩＬ・ＰＢＬ」を活用し、アウトプット型の授業を確立する

Ａ

(3)「総探（ユネスコ探究）」の指導内容を深化させるとともに、「高度なプレ
ゼンテーション能力」を育成する

(1) ３年間を通した「系統的なキャリア教育」を確立し、早期の進路意識高
揚を図る

(3)「クラッシー（含キャリアナビ）」「好学タイム」を活用し、学年ごとに弱点
補強に取り組む

(3) 地域とのつながる「ボランティア活動」を積極的に推進し、社会の一員
としての役割意識を高める

生徒の学習意欲を高める「深い学び」を実践し、基礎から応用までの全てに対応する

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

「真摯に粘り強く努力し、地域社会で活躍するグローカル人材を育成する学校」
丁寧な学習指導による「わかる授業」を実践し、生徒一人一人の可能性を伸ばすとともに、国際理解教育と地域歴史文化教育を柱としたユネスコスクールの活動を通して、グローバルな視点を持ち、地域社会に貢献する
人材を育成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

① 他者と協働して課題解決に向けて取り組むことができる「主体的に学びに向かう力」を育成します
② 「相互に尊重し」、「多様な個性を受け入れ」、「自己を高めようとする態度」を育成します
③ これからの社会で求められる「高い倫理観」と「強靱なる心身」を育成します

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

① PIL（Peer Instruction Lecture生徒教え合い授業）やPBL（Problem Based Learning 問題解決型学習）などを重視した中
高接続のための先進的授業に取り組みます
② 系統的キャリア教育に基づき、生徒の第一志望を叶えるための自己実現力を養います
③ 「総合的な探究の時間（ユネスコ探究）」などを通して、より高度なコミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を育
成します

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）

①なりたい自分を模索し、主体的・積極的に進路を選択しようとする人
② 向学心を持ち、チャレンジ精神旺盛な人
③ 質の高い文武両道の実現という本校の伝統を大切にできる人

生徒全員の第一志望進路実現

規範意識の向上及び道徳的実践力の育成

(2)「家庭学習習慣」の定着を図り、「自学力」の定着による学力向上を促
す

(2)「英検を中心とした資格取得」を奨励し、生徒の特長に応じた「多様な
受験形態」に挑戦させ、第一志望合格につなげる

(2)「交通マナーの向上」を図り、違反・事故ゼロを目指す

学校運営計画（４月）
学校運営方針 評価

（総合）昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

(1) 相手を思いやる配慮ができ、場に応じた適切な行動がとれる生徒を育
てる（特にＳＮＳ）
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項目ごと
の評価
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B

A

A

A

A
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B

B

A

B

A

A

A

A

A

B

B

A

A

つくしＪＣ（ひとづくり推進委員
会）のイベント参加等行うこと
ができ成果が上がった。

読書の大切さを大切にして欲
しい、校外や地域との連携も
考えられる。

基礎学力の定着に加え、ユネ
スコスクールでの活動内容の
学びの部分を学力向上の中
に取り入れた方がいい要素
（主体的な学び、対話、思考
力、国際理解など）もあるの
では

A

B

A

高大連携事業の充実に向け
た取り組み等に積極的に参
加し、成果を上げている。さら
に総合的な探究の時間等で
の交流や連携を深めたい。

学校関係者評価

生　　徒　　部

規範意識向上のために、日
常の生徒理解を積極的に行
い必要な指導を適宜行う。

B

B

学校関係者評価委員会
からの意見

具体的目標 評価（３月）

青切符の導入もあるので交
通ルールやマナー遵守の徹
底をして欲しい。

天拝小学校との挨拶運動や
サマースクールでの学習ボラ
ンティア活動等の地域連携活
動での生徒実践はもっと評価
していい

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

Chromebookの保守・管理を確実に行う。

Instagramを用いて、中学生を対象とした情報発信を、週１回以上行う。

生徒支援委員会を年２０回以上行う。

防災避難訓練を実施し、日頃から避難方法、避難経路を意識させる。

生徒指導課会議を年間２０回以上行い、情報共有を確実に行う。

交通安全委員会を中心に、自転車点検、交通指導を学期に１回以上行う。

全校生徒を地域挨拶運動、天拝小サマースクール等の活動に１回以上参加
させる。

考査前の学習状況アンケート
より計画的な学習ができてい
ない生徒がいたので、生徒の
学習実態に応じた学習支援
を行いたい。

学習者用タブレット端末活用
調査において、「ほぼ毎日」
Chromebookを利用しており、
多くの生徒が学習に効果が
あると答えている。

いじめアンケートを月１回、保
護者向けのアンケートを学期
に１回行い、実態の把握及び
迅速な対応を徹底した。

各行事前に、健康調査アン
ケートを実施し、個別での対
応を通して生徒の体調管理を
徹底した。

教　　務　　部

基礎学力の定着 A

A

校務用ネットワーク等の保
守・管理及び校務支援システ
ム等の円滑な運用を図る。

A

多くの先生方がグループワークやペア学習を取り
入れている。生徒主体の学習活動を重視した授業
展開が推進できている。「５分前行動」「提出期限
厳守」等を守る中で育成できていない計画性につ
いては継続的に指導を行っていく。成績処理を効
果的に行い生徒にフィードバックしていく。

Chromebookは十分に授業等で活用されており、そ
の分、取り扱い方に起因する故障も増えている。
取り扱い方を再確認していく必要がある。ホーム
ページは，月に４１６３４ページビュー，Instagramは
月に３９万ビュー，フォロワー２２３７で効果的な情
報発信が行えた。

「５分前行動」「提出期限厳守」等を意識させることで、計画的に行動できる力
を身に付けさせる。

今年度特別指導にかかる事案が例年以上に発生
した。様々な場面で生徒に逐一指導していく必要
があると改めて感じた。また、事案も多岐にわたる
もので前例がない事案も発生したため、生徒指導
課が中心となり対応を明確にしていく。

スクールカウンセラーとの情報共有が十分に行わ
れ、生徒の抱える多様な課題を把握、対応でき
た。今後も家庭とも連携し個別の指導計画の充実
を図っていきたい。

A

A

美化週間の実施を通して美化意識の向上を図る。（１・２学期実施）

進路ガイダンス、キャンパスツアー等を通して、進路選択、文理選択の適正化
を図る。

大学の特色や魅力に目を向けさせ、進路意識を醸成し、各学校へのオープン
キャンパスへの参加を促す。

A

進路検討会議を年３回実施し、個々の生徒に応じた適正な進路を提案する。
希望進路・受験方式に応じた指導を充実させ、生徒の進路希望の達成を支え
る。

自己評価

結果の考察と次年度の課題

ﾕﾈｽｺｽｸｰﾙ
(総合的な探究)

ユネスコスクールの活動を活
性化し、探究活動を充実させ
ていく。

具体的方策

「主体的・対話的で深い学び」を実現するために、グループワークやペア学習
を全授業で取り入れ、生徒主体の学習活動を重視した授業を推進する。

校外との関わり B

評価項目

教員と生徒との信頼関係を確
立する支援を行う。 A

国内外の学校間連携を意識した事業を展開する。

「服のチカラプロジェクト」「寺子屋プロジェクト」等の活動を継続して実施する。

校務支援システムを用いて、効率的な成績処理を行う。

校内の情報機器・校務用パソコン・ネットワークの管理を徹底する。

「天拝山登山」を核に行政や
歴史博物館、商工会、観光協
会等の地域連携をし、調査研
究する機会や独自のプログラ
ムがあるといいと思う。

進　　路　　部

（1年）適正に文理選択をさせ
る

（2年）志望校の絞り込みを行
わせる

（3年）個に応じて指導し、進
路希望を達成させる

校内外のイベントを周知し、生徒の積極的な参加を促す。

様々な教育機関と連携し、質の高い教育を行う。

「服の力プロジェクト」、「寺子屋プロジェクト」では
昨年度以上に校内への呼び掛けを充実させた。
地域連携活動や総合的な探究の時間についても
他校や他団体との連携を図る生徒が増加した。課
題としては国際理解や国際連携に対してどのよう
に学校全体で取り組んでいくかが挙げられる。

　高大連携を充実させ、様々な行事・イベントを通
した進路意識の醸成に努めた。１年生での大学見
学、２年次でのオープンキャンパスへの参加は生
徒の主体的な進路選択の一助となった。進路選択
が多様化しているため、一人ひとりに焦点を当て
てサポートしていく必要がある。次年度は年間の
進路指導・ポートフォリオ・振り返りの蓄積を組織
的に生かしていきたい。

校外活動を「国際活動」「ボランティア活動」「社会貢献活
動」に分類し、整理した。様々な制度を利用した短期留
学、地域ボランティア、地域プロモーション活動への参
加、探究コンテストへの応募等、生徒を主体として校外
活動への参加を促すことができた。

進路行事の後に、レポート作
成やClassiアンケートを通し
て、生徒の振り返りを促した。
進路選択の視野が広まったと
いう反応が多かった。進路希
望調査や回答結果をもとに適
切な行事の設定を検討した
い。

各機関のイベントをアナウン
スして、希望者を募集して参
加につなげていった。

ユネスコスクール活動の中で
も地域連携と総合的な探究
の時間の充実に力を入れて
取り組んだ。事後アンケート
でも7割程度の生徒が自分の
探究活動に充実感を得てい
る。
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A

A

A

A

A

B

A

B

Ｂ

Ａ

B

B

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

生徒による授業アンケートを
２回（３年は１学期のみ）を実
施し、授業改善の参考とし
た。
職員研修についてのアンケー
トを実施し、次年度に向け、
先生方のニーズを把握した。

今年度初めて、体育祭におけ
るPTA役員アンケートを実施
した。PTA役員全員で体育祭
を観覧し、保護者目線で生
徒、学校にできることを考えて
いこうという目標を掲げ、保護
者の意見と学校側の意見を
すり合わせ、今後の体育祭の
在り方に資する検討材料にす
ることができた。

A

授業の様子を見て、いきいき
と積極的に学ぶ姿が見られ
た。グループワークやペア学
習を随所に取り入れており、
自主的な学習を行っている。

A

A

B

Classiを利用し、日々の学習
時間の記録や行事等の振り
返りを入力させることで、自身
の成長や改善点を確認し、次
の活動に活かすことができ
た。

Classを活用した学習サイク
ルの定着は課題が残ったが、
進路課題やポートフォリオを
入力させることで、自己を振り
返り、進路目標を明確にでき
ている生徒が増えた。

進路希望調査を複数回実施
し、第一志望の把握をして進
路指導に生かした。Classiを
活用して学習時間を毎日入
力させることによって、教員が
状況を把握するとともに、生
徒自身の振り返り・改善につ
なげることができた。

年内入試受験者が年々増加しており、その対策や
指導の重要性も増してきている。10月11月の指導
だけでは不十分と感じることがあった。今後もこの
傾向は続くと考えられるので、早期の対策が必要
である。学校行事については、多くの生徒が立候
補し、リーダーシップ・フォロワーシップを発揮して
くれた。皆勤者は100名に届かなかったが、３年間
皆勤生徒は昨年度より増加した。

第一希望での進路実現を目
指し、「最後までチャレンジ」で
きるようにする。最高学年とし
ての学校行事等をリードし、
サポートもできる集団を目指
す。

第３学年 B

・二日市地区周辺でのコミュニティースクール設置を予定して
おり、連携を図る目的での参加をして欲しい。
・ＩＣＴ活用でのアウトプット能力の向上を図って欲しい。

学校関係者評価

・ＩＣＴ活用を効果的に行い「授業改善」に努める。
・「交通マナー向上」にむけて校外での交通指導の機会を増やす。
・「年内入試（総合型・推薦等）」への対応のできるシステムと組織編成の構築。
・「ユネスコスクール」としての地域探究活動の充実。
・地域や中学校等への本校の良さをアピールできる広報活動の充実。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

Ａ

評価項目以外のものに関する意見

教科間の連携を図り、指導を粘り強く行い、第一志望を諦めない進路指導へ
とつなげる。

三点固定(起床・学習開始・就寝)を徹底させ、生活習慣を定着させ、年間皆勤
者１００名以上を目指す。

A

好学タイムに学習の計画や振り返りを行わせたり、資格取得や苦手な単元の
克服に向けた学習を行わせ主体的な学習態度を醸成する。

出席皆勤２００名以上、部活動加入率８０％を目指す。

Classiで毎日学習記録をつけることで自学の習慣を定着させ、学習のPDCAサ
イクルを継続させる。

基本的生活習慣を徹底させ、遅刻・欠席を減らす。出席皆勤者は100名以上
目指す。

・PTAとは強固な連携が構築できている。次年度
も、引き続き新しい取り組みも提案しながら、活動
していきたい。
・中学校訪問は前年度の反省や受検者の実態や
動向も鑑み、３回行うことにした。準備段階で時間
がかかったものの、概ね効率的かつ円滑に実施
できた。
・今年度は課の業務内容の整理が主な課題で
あったので、環境整備の取り組みが満足にできな
かったが、次年度は応接スペースの増設を検討し
たいと考えている。

好学タイムの計画的運用として、①苦手とする英
語と数学の向上を目指してClassiの「学習トレーニ
ング」で課題を配信、②自学の日を設けて、学習
の計画と見通しを立てる経験を積ませた。上記に
加えて学習時間、教科の学習バランスをフィード
バックすることで、自走できる学習者の育成を行っ
た。今後は課題である家庭学習時間の向上とフォ
ロワーシップの育成を図りたい。

冬季休業に進路学習を課したり、3学期から総合
型選抜や公募推薦を目指す生徒への指導を始め
たりするなど、早期の対策を取り入れたことで、進
路目標の明確化、学習習慣の向上に繋がった。
また、今後も風紀や授業規律の維持等、生徒指導
を粘り強く行うことで、学校を休まず授業を大切に
する生徒の増加に繋げたい。

学習習慣の定着、継続を行
い自らの進路をデザインでき
る生徒を育成する。また、凡
事徹底、基礎基本を生活・学
習で身につける。

第１学年

第２学年

教科研修を通して得た知識・技能を授業で活用し、その実践報告を行う。

A

Ａ

学習習慣の確立、進路目標
の明確化を行い、規律ある生
活習慣と規範意識を身につけ
主体的な生徒を育成する。

職員室等の整理整頓を呼びかけ、環境整備に努める。

各分掌との調整、各行事
　  の企画及び円滑な運営

ＩＣＴは生徒の方が上手に使
いこなす部分もある。研修等
により教職員も学んでいく必
要がある。

ＰＴＡの皆様とは連携を深め
ることができている。今後もさ
らに充実した活動を尾かなっ
て行きたい。

生徒の実態に即した人権・同和教育授業を行い、生徒の人権意識を高める。

研　　修　　部

「むさしスタイル」「むさしメソッ
ド」の実践につながる研修を
企画・実施する。

教育実習生への指導を行い、充実した教育実習が行われるようにする。

各分掌・PTA・同窓会との連携を密にし、学校行事の円滑な運営を行う。

中学校訪問を充実させる。また、本校の情報を発信し、中学校の状況を把握
できるよう、マニュアルと訪問割を作成する。 A

多くの先生方に、各教科の研究授業に加え、若年
教員の研究授業、示範授業を参観いただき、自己
研鑽に努めていただいた。また、生徒による授業
アンケート(２回目)を改善し、フィードバックを早く
するとともに、見やすい形式に変更できた。
先生方のニーズに合った職員研修を検討していく
とともに、引き続き、教科研修に力を入れ、３年間
を見据えた学習指導について各教科で協議し、計
画策定に取り組んでいただく。

A
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